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平
塚
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
、

「
平
成
十
八
年
度
平
塚
市
一

般
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
、

討
論
を
行
い
ま
す
。

景
気
は
底
を
打
っ
た
と
言

わ
れ
て
お
り
、
大
企
業
を
中

心
に
上
向
き
傾
向
に
あ
り
ま

す
。し

か
し
中
小
企
業
や
商
工

業
者
に
お
い
て
は
、
景
気
回

復
は
実
感
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
十
七
年
度
か
ら
行
っ

て
い
る
「
ひ
ら
つ
か
改
革
プ

ラ
ン
」
は
、
九
六
項
目
か
ら

な
る
実
施
計
画
に
取
り
組
む

と
共
に
、
重
点
項
目
と
し
て

「
職
員
一
〇
〇
人
の
削
減
」、

「
現
業
職
員
の
採
用
ゼ
ロ
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

職
員
の
年
齢
構
成
等
将
来
的

に
歪
み
が
生
じ
な
い
よ
う
十

分
な
検
証
の
実
施
を
求
め
て

お
き
ま
す
。

ま
た
、
十
八
年
度
は
第
三

次
実
施
計
画
の
最
終
年
度
で

あ
り
、
ま
た
大
藏
市
政
四
年

目
の
仕
上
げ
の
年
で
も
あ
り
、

市
民
の
目
線
と
意
見
等
を
広

く
聞
き
、
常
に
政
策
は
市
民

と
の
協
働
、
整
合
性
を
十
分

か
つ
、
き
め
細
か
く
と
る
こ

と
を
強
く
求
め
て
お
き
ま
す
。

次
に
新
年
度
予
算
に
つ
い

て
で
す
が
、
ま
ず
平
塚
の
産

業
に
つ
い
て
で
す
。
産
業
の

活
性
化
は
地
域
経
済
の
重
要

な
柱
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
は
豊
か
な
風
土

と
共
に
活
発
な
経
済
活
動
が

萌
芽
す
る
産
業
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
産
業
が
存
在
し
ま
す
。

各
産
業
に
携
わ
る
市
民
の
、

現
場
の
声
を
良
く
聞
き
、
各

分
野
で
将
来
に
夢
の
持
て
る

方
針
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

一
方
、
市
職
員
の
研
修
に

つ
い
て
で
す
が
、「
人
は
財

産
」
で
あ
り
、
将
来
に
悔
い

を
残
さ
な
い
よ
う
、
積
極
的

な
人
へ
の
投
資
を
行
い
、
研

修
テ
ー
マ
で
あ
る
「
政
策
立

案
能
力
や
法
務
能
力
向
上
」

に
つ
な
が
る
よ
う
強
く
要
望

し
ま
す
。

現
状
は
歳
入
が
減
る
中
、

扶
助
費
の
削
減
・
抑
制
は
重

要
な
課
題
で
す
。
団
塊
の
世

代
の
大
量
退
職
を
迎
え
る
今
、

健
康
年
齢
の
引
き
上
げ
は
緊

急
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
最

近
の
医
療
は
予
防
型
に
転
換

し
つ
つ
あ
り
、
健
康
な
お
年

寄
り
を
増
や
す
こ
と
は
、
重

要
課
題
と
考
え
ま
す
。
具
体

的
に
は
定
期
健
康
診
断
の
充

実
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療

は
も
と
よ
り
、
病
気
の
因
子

を
発
見
し
病
気
に
な
ら
な
い

対
策
を
打
つ
、
攻
め
の
医
療

の
推
進
や
、
高
齢
者
を
含
め

た
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
、
食
育
の
充
実
や
食

生
活
の
改
善
指
導
、
ス
ポ
ー

ツ
の
奨
励
等
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
庁
内
関
係
部
署
が
連
携

し
積
極
的
な
取
り
組
み
を
強

く
求
め
ま
す
。

市
政
や
予
算
執
行
に
つ
い

て
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生

活
と
福
祉
向
上
に
見
合
う

「
効
率
的
・
効
果
的
な
市
政

運
営
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

切
望
し
、
ま
た
会
派
内
で
激

論
を
交
わ
し
苦
渋
の
選
択
の

結
果
、
以
上
申
し
述
べ
た
意

見
・
要
望
を
付
し
て
賛
成
討

論
と
致
し
ま
す
。

十
八
年
度
予
算
は
、
協
働

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
る
市

内
各
種
団
体
へ
の
補
助
事
業

が
査
定
も
行
わ
ず
、
事
前
の

通
告
も
な
く
、
一
方
的
に
カ

ッ
ト
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市

長
の
言
う
協
働
の
取
り
組
み

と
は
、
行
政
の
都
合
の
良
い

時
に
は
、
声
高
ら
か
に
協
働

を
叫
び
、
行
政
の
都
合
の
悪

い
時
に
は
、
一
切
触
れ
ず
に

や
り
過
ご
す
。
こ
れ
が
市
民

と
の
協
働
な
の
で
し
ょ
う
か
？

せ
め
て
予
算
が
採
決
さ
れ
る

前
に
説
明
す
る
の
が
協
働
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
考
え

ま
す
。
市
内
四
三
校
、
約
二

万
人
が
毎
日
通
学
す
る
小
・

中
学
校
の
施
設
が
い
ま
だ
に

耐
震
補
強
ど
こ
ろ
か
耐
震
診

断
も
さ
れ
ず
数
多
く
放
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
危
険
な
施
設

が
多
数
存
在
し
て
い
る
状
態

で
『
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

予
算
』
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

早
急
な
安
全
対
策
を
要
望
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
西
部
福

祉
会
館
の
予
算
が
見
当
た
り

ま
せ
ん
。
予
算
ゼ
ロ
の
理
由

は
議
会
に
も
市
民
に
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

市
民
で
構
成
さ
れ
て
い
る
建

設
促
進
委
員
会
に
も
設
計
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
事

実
さ
え
伝
え
て
な
い
の
で
す
。

市
長
の
言
う
市
民
と
の
協
働
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
参
画

の
取
り
組
み
は
こ
れ
が
実
態

で
す
。
早
急
な
軌
道
修
正
が

必
要
で
す
。
将
来
の
厳
し
い

財
政
見
通
し
が
明
ら
か
に
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平

塚
市
が
ど
の
よ
う
に
生
き
残

り
を
図
っ
て
い
く
の
か
、
具

体
的
な
取
り
組
み
が
全
く
示

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
目
標

を
掲
げ
て
財
政
健
全
化
・
産

業
活
性
化
の
推
進
を
図
り
、

歳
入
を
拡
大
す
る
た
め
の
方

策
や
戦
略
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
各
事
業
計
画
の

優
先
順
位
の
決
定
ど
こ
ろ
か

道
筋
さ
え
も
見
え
て
こ
な
い

現
在
の
予
算
案
で
は
、
市
民

と
の
協
働
の
成
果
は
期
待
で

き
な
い
も
の
と
判
断
い
た
し

ま
す
。
私
た
ち
は
、
過
去
当

初
予
算
は
、
こ
れ
ま
で
一
度

も
反
対
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

当
に
こ
れ
で
良
い
の
か
、
真

実
は
何
な
の
か
、
明
確
に
す

べ
き
と
の
断
腸
の
思
い
で
本

予
算
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業

や
民
間
保
育
の
施
設
整
備
事

業
・
認
定
保
育
施
設
の
拡
充

を
図
る
な
ど
、
細
や
か
な
施

策
の
実
施
に
配
慮
を
図
っ
て

い
る
こ
と
を
評
価
し
て
賛
成

し
ま
す
。
一
方
、
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
課
題
を
指
摘
し

ま
す
。
�
財
政
健
全
化
に
向

け
て
の
切
り
込
み
が
十
分
で

き
た
か
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
。

�
枠
配
分
方
式
の
成
果
を
共

有
で
き
な
い
こ
と
。
�
協
働

で
仕
事
を
し
な
が
ら
予
算
を

付
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
事
業
に
つ
い
て
、
心
配
り

が
な
か
っ
た
こ
と
。
�
新
庁

舎
建
設
問
題
へ
の
取
り
組
み

方
で
す
。
ま
ず
、
対
応
の
仕

方
に
、
基
本
的
手
順
に
間
違

い
が
あ
っ
た
こ
と
。
そ
の
結

果
、
市
長
が
総
務
経
済
常
任

委
員
会
に
出
席
し
て
、
予
算

執
行
に
つ
い
て
議
会
や
市
民

の
意
見
を
尊
重
す
る
と
弁
明

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
市
役
所
周
辺
と

見
附
町
の
公
有
地
の
土
地
利

用
の
マ
ク
ロ
的
な
検
討
が
な

さ
れ
て
い
な
い
、
厳
し
い
財

政
事
情
の
中
で
、
多
額
の
費

用
を
要
す
る
課
題
が
山
積
し

て
お
り
、
今
後
の
資
金
計
画

が
不
透
明
で
あ
り
、
建
設
着

手
に
安
易
に
同
意
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
新
庁
舎
関
係
経
費
の
扱

い
に
つ
い
て
、
議
会
の
理
解

を
得
な
が
ら
慎
重
な
執
行
を

求
め
ま
す
。

保
育
園
の
待
機
児
解
消
や

学
童
ク
ラ
ブ
増
設
へ
の
助
成

な
ど
は
、
市
民
の
声
に
応
え

る
も
の
だ
。

市
民
と
の
協
働
の
自
治
基

本
条
例
提
案
は
評
価
す
る
。

市
民
生
活
は
さ
ま
ざ
ま
な

負
担
増
で
一
層
深
刻
。
特
に

高
齢
者
や
、
収
入
が
少
な
い

人
ほ
ど
痛
手
だ
。
国
保
税
や

介
護
保
険
料
が
上
が
る
。
そ

の
上
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
バ

ス
カ
ー
ド
や
基
本
健
康
診
査

も
自
己
負
担
が
、
二
〇
〇
〇

円
に
上
が
る
。
こ
の
よ
う
な

値
上
げ
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

市
庁
舎
問
題
は
、
結
論
を

急
が
ず
、
市
民
の
声
を
聞
き

十
分
検
討
す
る
こ
と
。

戦
争
、
テ
ロ
に
備
え
る
国

民
保
護
計
画
等
を
作
成
す
る

「
国
民
保
護
協
議
会
委
員
経

費
」
は
予
算
執
行
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
。

納
得
性
の
高
い
税
の
使
い

道
を
求
め
意
見
要
望
す
る
。

・
ご
み
処
理
広
域
化
に
伴
う

施
設
整
備
は
慎
重
を
期
し
、

経
過
を
市
民
に
知
ら
せ
る
。

・
一
般
会
計
繰
出
金
四
五
億

円
、
借
金
残
額
七
二
〇
億
円

の
下
水
道
事
業
の
再
検
討
を
。

・
公
的
助
成
の
あ
る
認
可
と

な
い
認
可
外
の
保
育
園
。
利

用
者
間
の
不
平
等
対
策
を
。

・
特
別
支
援
教
育
の
実
施
―

教
員
研
修
や
相
談
体
制
の
充

実
、支
援
シ
ー
ト
の
活
用
を
。

・
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
予

算
書
づ
く
り
を
。

三
月
定
例
会
で
は
三
件
の

審
査
が
行
わ
れ
た
。

医
療
制
度
「
改
正
」
法
案

反
対
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
で
は
、
医
療
制
度
の

改
定
は
、
高
齢
者
を
病
院
か

ら
遠
ざ
け
る
施
策
で
あ
り
、

低
収
入
で
は
診
療
を
受
け
ら

れ
な
い
状
況
が
強
め
ら
れ
て

い
る
。
本
来
、
国
が
行
う
べ

き
社
会
保
障
制
度
を
堅
持
す

べ
き
で
あ
り
、
医
療
制
度
改

正
反
対
の
意
見
書
を
求
め
る

本
請
願
は
採
択
し
た
い
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
改

正
内
容
に
は
、
請
願
に
例
示

し
て
あ
る
項
目
以
外
に
も
、

例
え
ば
、
入
院
医
療
費
の
受

領
委
任
払
制
度
の
内
容
も
含

ま
れ
て
い
る
。
医
療
制
度
改

正
の
内
容
が
確
実
に
盛
り
込

ま
れ
た
請
願
な
ら
ば
よ
い
が
、

こ
の
請
願
の
趣
旨
と
項
目
だ

け
で
は
判
断
し
か
ね
る
こ
と

か
ら
本
請
願
は
不
採
択
と
し

た
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

採
決
し
た
結
果
、
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
な
り
、
本
会

議
で
も
不
採
択
と
決
定
し
た
。

公
共
工
事
に
お
け
る
建
設

労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件

等
の
確
保
に
む
け
て
国
へ
の

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

で
は
、
経
済
状
況
が
明
る
く

な
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
効

果
は
ま
だ
平
塚
市
民
に
波
及

し
て
い
な
い
。
仕
事
も
多
く

な
い
状
況
の
中
で
、
最
低
の

生
活
水
準
を
満
た
す
た
め
に

本
業
以
外
に
も
仕
事
を
す
る

人
が
多
数
い
る
。
適
正
な
賃

金
を
支
払
う
こ
と
は
良
い
こ

と
だ
と
思
う
が
、
そ
の
状
況

を
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
本
請

願
は
継
続
審
査
と
し
た
い
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
。ま
た
、

本
請
願
は
、
公
共
工
事
に
限

定
し
た
請
願
で
あ
り
、
全
国

市
長
会
の
要
望
内
容
も
含
ま

れ
て
い
る
の
で
不
採
択
と
し

た
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

一
方
、建
設
業
界
の
賃
金
は
、

元
請
か
ら
下
請
へ
い
く
ほ
ど

賃
金
が
減
る
点
に
問
題
が
あ

り
、
年
齢
が
上
が
っ
て
も
賃

金
が
変
わ
ら
ず
、
建
設
労
働

者
全
体
の
賃
金
を
低
く
し
て

い
る
。
ま
ず
公
共
工
事
の
賃

金
か
ら
適
正
に
支
払
わ
れ
る

べ
き
と
の
動
き
が
全
国
的
に

高
ま
っ
て
お
り
、
適
正
な
労

働
条
件
等
の
確
保
を
国
の
施

策
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を

望
む
の
で
、
本
請
願
は
採
択

と
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ

っ
た
。
採
決
し
た
結
果
、
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
な
り
、

本
会
議
で
も
不
採
択
と
決
定

し
た
。

高
金
利
引
き
下
げ
に
つ
い

て
の
請
願
で
は
、
自
己
破
産

件
数
が
二
一
万
件
を
超
え
て
、

大
き
な
社
会
現
象
に
な
っ
て

い
る
。
警
察
の
統
計
で
は
、

経
済
的
な
理
由
で
の
自
殺
者

数
が
、
一
五
年
間
で
六
倍
ほ

ど
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
年

三
〇
％
近
い
高
金
利
の
貸
し

金
業
者
の
高
利
貸
し
を
早
急

に
や
め
さ
せ
る
た
め
に
も
本

請
願
を
採
択
し
た
い
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。
採
決
し
た

結
果
、
採
択
す
べ
き
も
の
と

な
り
、
本
会
議
で
も
採
択
と

決
定
し
た
。

請請
願願
のの
審審
査査
概概
要要

２
・
１４
議
会
運
営
委
員
会

２
・
２１
定
例
市
議
会
初
日

〃

議
会
運
営
委
員
会

３
・
２
定
例
市
議
会
二
日
目

３
・
３
定
例
市
議
会
三
日
目

３
・
６
定
例
市
議
会
四
日
目

〃

議
会
運
営
委
員
会

３
・
７
定
例
市
議
会
五
日
目

〃

平
塚
市
自
治
基
本
条
例

特
別
委
員
会

３
・
９
総
務
経
済
常
任
委
員
会

〃

都
市
建
設
常
任
委
員
会

３
・
１３
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

〃

教
育
民
生
常
任
委
員
会

３
・
１４
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

３
・
１５
平
塚
市
自
治
基
本
条
例

特
別
委
員
会

３
・
２２
議
会
運
営
委
員
会

〃

定
例
市
議
会
最
終
日

〃

議
会
報
編
集
委
員
会

３
・
３０
議
会
運
営
委
員
会

〃

議
会
報
編
集
委
員
会

４
・
１９
議
会
報
編
集
委
員
会

議

会日

誌

討討論論

議議

案案

第第

２２９９

号号

平平
成成
１１８８
年年
度度
平平
塚塚
市市
一一
般般
会会
計計
予予
算算

（�）

市議会ホームページのご利用を
●市議会のホームページでは、議会のしくみ・概
要・日程、議員の構成、質問を行う議員や質問
項目等の「発言通告一覧」、議会に提案された
「議案等の一覧」などについて紹介しています。
●会議録検索システム…平成９年５月以降の本会
議と臨時会会議録および平成１７年３月以降の各
常任委員会と平成１７年２月以降の議会運営委員
会の会議録を掲載しています。
☆市議会ホームページアドレス
http : //www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/gikai/
（平塚市ホームページからも接続できます）

平成��年（２００６年）�月��日

賛賛

成成

平平
塚塚
クク
ララ
ブブ

反反

対対

平平
塚塚
なな
でで
しし
ここ

２２１１

議議

員員

団団

請願・陳情のてびき
市政について、意見や要望がある時はだれでも議会
に請願や陳情を出すことができます。請願には議員の
紹介が必要ですが、陳情には必要ありません。
〈請願・陳情の提出方法〉
請願および陳情の提出には、提出日、住所、氏名（団
体名・役職名）、押印およびあて先（平塚市議会議長
○○○○）の記載が必要です。
請願の提出締め切りは、各定例会とも本会議第２日
目の午後５時までです。また、陳情は各定例会ごとに
おおむね３回開催される議会運営委員会の２日前（土・
日曜日、祝日を除く）までです。
なお、提出された請願・陳情はすべて全議員にその
写しを配布しています。
※請願者・陳情者の住所・氏名は一般に公開されます
のであらかじめご了承ください。

ひらつか議会だより

賛賛

成成

神神
奈奈
川川
ネネ
ッッ
トト

ワワ
ーー

クク

運運

動動

賛賛

成成

公公
明明
党党
平平
塚塚
市市
議議
員員
団団

第 ��� 号

賛賛

成成

日日

本本

共共

産産

党党

平平
塚塚
市市
議議
会会
議議
員員
団団

採
決
し
た
結
果

賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。
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